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ごあいさつ

このたび、第 10 回迅速免疫染色研究会を秋田市で開催することになりました 10 回目と

,う節月の会を秋田市で開催することは、私たちに取りまして非常に感慨深いものがあり

ます

この研究会の中心をなしている電界非接触撹捍技術を応用した迅速免疫染色法は秋田県

産業技術センターの技術を基に、秋Ⅲ大学医学部、附属病院、秋田 EPSON など秋田県を中

心としたコンソーシアムから始まりました.そしてこの技術と方法を発展・普及させるた

めに第1回迅速免疫染色研究会を平成24午7月に秋田市で開催しました

回を埀ねるたびに多くの出会いがあり、研究会を通じてたくさんの仲問に巡り合えました

その仲問とともに午・数を重ねて迅速免疫染色の技術を育てて参りました.そして、その成

果である迅速免疫染色装遣R一ⅢC ラピートが平成25年Ⅱ月に誕生しました.装置開発に

あたっては、戈際の現場の声を反映して機器に改良を加えました.また技1師を中心にプロ

トコールがイ可度も修正されたことが裴脳完成の大きな原動力になったと思います.また装

腫発売後はさらなる進化を目指して、装圖の自動化、 NSH への応用などを研究会で進めて

参りました

この研窕会の特徴は医師ばかりではなく、臨床検査技師、若下研究者など実務的に標本作

製、機器改良、診断に関わるメンバーが集まっていることです.また各メンバーもこの機

器の1顎床病即への応用に吏加心に取り剤1んでいます.それは研究会の参力1.1者自身が、この技

術が患者さんの診断治療に役立つと耐付言しているからにほかなりません

節日となる今回は、迅速免疫染色法は態者さんに何をもたらナかを、もう度原点に立ち

返って議論したいと思いまナ.そして、その方向性を模索し_患者さんに本当に役立つ技

術と装匙の開発に向かって進んでhく原動ノJにしたいと思いますので、よろしくぉ願いい

たします

第10回迅速免疫染色研究会会長

耿Ⅲ大学大学院嘆学系研究科

胸部外科学,雑序教授

南谷作弘



フログラム

第10回迅速免疫染色研究会

「迅速免疫染色法は患者さんに何をもたらすのか」

13:20-13:35 開会の挨拶:南谷佳弘(秋田大学胸部外科)

13:35 H:50 一般演題(1)

座長:池田聡(士浦協同病院検査部)

肺癌組織分類に有用な免疫組織化学染色の検討

菊池いな子(岩手医科大学病理診断科)

電界非接触撹捍技術を応用した乳がん HER2 抗体節約の工夫

星野育(秋田大学医学部胸部外科)

体腔液細胞診における液状処理細胞診(LBのの併用効果と迅速免疫細胞

化学染色法(R-1CC)への応用

伊藤智(秋田大学医学部附属病院病理診断科・病理音D

勝腫における術中迅速分子病理診断の取り組み

廣嶋優子(秋田大学医学部附属病院病理診断科・病理部

Coffee βleak 5分'

1.

2

4、

14:55 15:55 教育講演

座長:山田範幸(岩手医科大学病理診断科)

がんゲノムと免疫染色~生死を分ける Rapid Response~

柳田絵美衣(慶應義塾大学医学部病理学・腫癌センター)

ιotΥぞe βreak 15●'

演題

演者

2'



16:10-17:10 一般演題( 2)

座長廣嶋優子(秋田大学医学部附属病院病理診断科・病理)

5. R-1HC と PNA probe を用いた超迅速 in situ hybridization 法

池田聡(士浦協同病院検査音円

乳癌細胞診検体を用いた電界非接触撹排法による迅速HER21SHの開発

渡邉伸之助(秋田大学医学部胸部外科)

フ.電解非接触撹捍技術を応用したISHのフローブ希釈に関する検討

栗原伸泰(秋田大学医学部胸部外科)

8.羊水染色体検査をはじめとする産婦人科領域への電界非接触撹押技術の

応用と今後の課題

白澤弘光(秋田大学医学部産婦人科)

ιoffee β1・eak 5分'

15 18:15 特別講演

座長:田中伸哉(北海道大学腫傷病理学)

電界砥粒制御技術の進化によるメディカルイノベーションの創出

赤上陽(秋田県産業技術センター)

演題

演者

18:15 18:20 閉会の挨拶

南谷佳弘(秋田大学胸部外科)



教育講演
座長:山田範幸(岩手医科大学

演題;がノνゲノムと免疫染色~/L死を分ける Rapid Rosponse~

演者:柳Ⅲ絵戈衣

慶應義塾大学阪学部病則半教室/雁傷センターゲノム匪療ニニツト

がんゲノム医療の現場・は"患者"に近、

がんゲノム医療の現場は'リ1三死"に近し

残りの命の時朋を削りながら

ゲノム解析に最後の希望を抱きながら

亡くなる患者がいる

病理診断科)

プレシジョンメディシン(個別化医療)は、患者人'人に合わせた治療をおこなう」

オーダーメイド的1突療を指すオーダーメイドの服を作るときに使用する通具をメジャー

とナると、オーダーメイド1否療(がんゲノム俣1樹で使用する道具は「力Vνゲノム検査ゲ

ノム解析となるがんゲノム検査の倒的は、各慰打のがノν釧胞から核酸を判Ⅲ.1し、炊'1"

代シーケンサーで塩基配列を1つずっ訓べ、がん発生0"東1凋となっている遺仏 f変異を突

きルめるその遺仏了・変異によるアミノ酸・タンハク質'の機能変化に効米があると苫えら

オる薬剤や治験の佑桜を兄つけ川し、提供ナることにある

榔者は標凱野台療をすべて終え、がんゲノム解析による治療の可能性に希削を抱くしかし、

ほとんどの態者はSwg0 Ⅳであり、解析結果を待てずして亡くなる患者は約7゜0 蜆仟、

がんゲノム検査は多くの施設で外部委託しており、ゲノム解杤結米が下・兀に昴くまでに 1

か刀以 1・の11都11を要する場合も多いさらに、ゲノム解析紬米のバリデーシヨンを突加寸

るとなると要する11寺Π.11も"1す患行やその家族のためにも迅速に、かっ正確に検査を災1他

する'、要がある。当院では、病理学的検査(固定、包地、飾可」、賊染色)、遺伝 H開連検査

(DNA1仙"・1、ライブラリー十訴築、シーケンス)、 Genomic C引Icer Boerd、エキスノ＼ートノ＼ネ

ル、そして結果のバリデーションすべてを院内で尖施しており、 2~3週間で紬米を迦却

することが可能となっている

仮に余命・ケ刈の懲名にゲノム解析結米ι、よる治療1占傑が捉供されたとしても、実際じ淵

療に人ることは不可能かもしれない治療に入れたとしても1耐えられない"Π造性が仙い

しかし、「少しでも治療の"1能竹が持てたことで牛きる希望が持て六と患者やその家麒は

話す。

現在、まだまだ多くの課題が残るがノνゲノム隆療。いかに懲者の六め、その家族のためし

どのように何をも六らすことが出来るのかを迫求していき六い
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特別講演
座長:田中伸哉(北海道大学

演題:電界砥畔立制御技術の進化によるメディカルイノベーションの創出

演者:赤し陽

秋田県産業技術センター

1 人との出会いによるイノベーション創出

f工業の「工とは、天と地をつなぐ人問の技であると恩師より授かり、ものづくり、

特に人に貢献するものづくりに希望を見出しました。10年問勤めた企業では、ハードディ

スクドライプにおけるへッドを操作するボイスコイルモータの開発に従事。顧客が有する

課題を聞き出し解決に導き、顧客の成果につなげました。「顧客より:当社が競争力をつけ

るために、どうすれぱよいか?と"品われ,回答:開発期問の圧縮、コスト圧縮」これを

災現しようと厳しくも楽しいご依頼に着下。これは技術屋として大きなヒント仁なりまし

た。実態を調査すると試作期間は、 1か月。誰もが、疑問をもって船りませんでしたこ

の賠を破るために現場に赴き、二に程を再葡折忍すると、磁石形状を作るための加τ冶具作製

に3週問、磁石加1に],週問、副'4週問がお決まりのコース。試作品になぜ加τ冶具は必

要?他に磁補形状を作る加工技術はないのか?と議論したが社内では解決に至らず、もの

づくり中小企業に相談すると,別案にてチャレンジ、結果試作抑1間半減を達成方、

コスト1剖題は、高価なレアアース磁'を設計通りに用いるとコスト低減は困難。そこで、

駆動コイルと磁石配圃との軌跡をシミュレーション、駆動力の変動を抑えた磁石形状とコ

イル配置を検討、評価実験を卿客と繰り返し無駄な形状を削ぎ落す設計に決定。これらの

努力が採用に至りました。顧客エンジニアと一緒に汗した経験は何物にも代えられない私

の技術者としてのべースを築きました。相手を想い、利他的に知恵を絞るこの体験こそ

が、人と出会ってイノベーティブな発想、を形に変容させた原体験になりまし六

腫傷病理学)

2.オープンイノベーションによるメディカルイノベーション創出

液体中に分散している微粒子に外部より電界を与えることで、各々の物質固有の誘電率に

従って吸引力が生じ、液体の配置制御を可能にする新力な機能を有する基盤技術を見出し、

この技術に「電界砥粒制御技術と帛前をつけアイデティティを持たせましたーのフ

アミリーに電界撹押技術が存在します蜆在36本の特許登録済。本発明後に工具メーカー

社長に「電界砥粒制御技術の液体挙動をお見せしたところ、これは弊社の小径上具の刃

先仕」二げ技術に使えと、早速、共1司研究」をスタート。これが初,オープンイノベーシヨ

ンでした企業の課題は、職人さんでも難しい小径・高硬度な素材の刃先仕上.げ作業への



適用、この結果、工具寿命は2倍以上に伸び。企業固有の技術に技術移転に成功現在も使

われておりますまさに技術屋冥利といううれしい体験になりました

当時、精密工学の将来は医療技術であると平成15午末に「北東北ナノメディカルクラス

一研究会現会長.秋田大学医学部付属病院病理部南條博先生を寸ち上げました。こ

の研究会に秋田大学医学部教授南谷佳弘先生をお招きして基調講演を行って頂き、当方

も「電界撹捍技術」を紹介すると、スパーク発生先生とのご縁がスタート。すぐに秋田

エプソン等が企業の強みを持ち寄り装置開発を行い、秋田発の産学官オープンイノベーシ

ヨンによって、平成26年にがんの迅速診断装置ラヒートがサクラファインティックジャハ

ンより上市秋田エプソンさんのコビー通り、患者さんのために」秋田県内だけでも 1000

名を超える患者様の診断支援に活用されているとの報告を受けております

人のために役立つ技術の創出に携われたこと、誠にうれしいことであります今後も、人

に貢献する機器開発,加えて医療費削減にも効果を発揮できれぱと祈念してぃるところで

す



一般演題
座長:池田

【演題 1】

肺癌組織分類に有用な免疫組織化学染色の検討

1血Unohistochemical analysis of diffetential dia宮nosi$ in lung cancer

( 1)
聡(士浦協同病院

菊池いな f ,肥田野靖史',佐藤彩佳,,山H1範・■,,刑部光正,0,,

菅井有D幻石田干"之 ,

D 岩千臣科大学病理診断科・,2)岩手医科大学病理診断学,捌整

検査音山

はじめに近年の化学嘱U上の逃歩1、より腺癌と扇平上皮癌の鑑別が実務に鴬いても重視さ

れ,鑑別の六めの免疫組織化学的マーカーの重要竹が指摘されている.そこで我々は原発

竹11市癌 137 例の下術材料を胴い CK7, CK20, TTF I,＼opsin A, SPA, P40, Cκ5/6, P63,

Chromogranin A , syn即tophysin, CD56, P郭, Ki 67 の発現を免疫組織化学的に検討した

対象および力法肺腺癌81例,肩平上皮癌41例,1小経内分泌癌 15例に対し免疫染色を行

つた.各抗体の染色性は染色強度と1揚性分布に基ついて発現状態をス=ア化し,1,組織型

別の各マーカーの染色性,2.組織型別のP53,Ki67 の発現の程座,3.組織型に対する感

座,特異度,4.腺癌,廂Ψ上皮癌の痢蜻鞁像と各マーカーの染色性について検討した,

結果:腺癌の各抗体の1場性頻度は CK7:100%, CK20:8.6%, TTI; 1:フフ.フ%,＼apsin A:70.3%,

SPA:46.9%, P40:0%, CK5 6:2.4%, P63:34.5%, chrom0印・aninA: 1.2%, synaptophysin:

6.1%, CD56:2.4%であっナ'.局平上皮癌の各抗体の1場性頻度は CK7:41.既, CK20:0%,

TTF I:0%,＼epsin A:0%, SPA:46.9%, K5 6:87.8, P63:兜.フ%, chromograninA:0%,

Sy舶Pt叩hysin:0%, CD56:19.5%で分化による頻座の違いはなかった.神経内分泥邪の各

抗体0耶昜性頻度は CK7:80%, CK20:0%, TTF I:80%,＼epsin A:0%, SPA:6.フ%, P40:6,フ%,

CK5 6:6.フ%, P63:46.フ%, chromograninA:66.フ%, S川即tophysin:即%, CD56: 100%であ

つ六. P53 過乗噛を現, Ki67 暢性率は,府ゾ 1リ剣崩と神経内ケ"必癌で高かった.

結語:肺癌の腺癌,肩平上皮焔,1小経1火リ"必痛に対し,鑑別に有用とされる免疫染色を行

い,各マーカーの有用性を検討した.肺腺癌を馬平上皮癌と鑑別するには TTF-1と＼apsin

A が有用であっ六が,粘液産生型では上記のマーカーの発蜆は低かった.肺肩平上皮癌と

腺癌と鑑別ナるには P63, P40 と Cκ5/6 か有用であるが, P63 は腺癌にも比較的多く染色

された.神経内分泌癌と非杣経内分泌癌の鑑別には単独のマーカーではなく,

Chro"ogranio A, synaptophysin, CD56 の組み合わせが良いと.思われ六が, CD56 は馬平」ニ

皮癌1、も染色され六.

1二杉憲゛'



【演題2】

電界非接触撹押技術を応用した乳がん HER2 抗体節約の工夫

星野育",今井一博,,南條博.,中村竜太.,斎藤芳太郎,

齊藤元",寺田かおり,,佐藤雄亮',本山悟',赤上陽

D 秋田大学医学部胸部外科

2)秋田大学医学部附属病院,病理診断科/病理部

3)秋田県産業技術センター

ヒト上皮成長因子受容体 2(H殴2)抗体は、乳がん患者を治療するための有効なアプローチ、

である。しかし、 HER2 検査には長時間を要し、抗体試薬も高コストである。

我々の目的は、電界非接触挽枠技術を利用し HER2 抗体を節約した新たな試薬節約型免疫

組織化学法(AC Ⅲのの臨床的有用性を評価することである。 ASCO/CAP ガイドライン認

定標準 IHC を使用して、朋柁 0/1(+)、(2+)または(3+)として原発性乳がんと診断された患

者由来の 95 検体を使用した検体は AC IHC(1:50 希釈)、抗体節約 AC-1HC(1'100 希釈)

および従来の IHC 法Q:50 希釈)用いて染色し比較した抗体節約 AC-1HC は、より少ない

量の抗体を用いても安定した染色が可能であ0たさらに抗体節約 AC-1HC 法で評価した

1伍R2 状態の染色および判定の正確さは、標準 IHC で得られたものと同等であったこれ

らの結果は、抗体試薬濃度が変化しても、ACIHC が正確で安定した臨床ツールとして使用

できることを示唆している

,藤嶋悟志,,若松由貴D,

南谷佳弘,,



【演題3】

体腔液細胞診における液状処理細胞診(LBのの併用効果と迅速免疫細胞化学染色法(R-1Cの

への応用

伊藤智,成田かすみ,鈴木世志子,洋

廣嶋優f・,南條博

秋田大学医学部附属病院病哩診断科・病理部

1はじめに】体腔液細胞診では、良悪性の鑑別のみならず組織型や原発臘器の推定が求め

られる機会が増えてぃるまた、、F成28年度の診療報酬改定で、術中迅速細胞診が450,点

算定可能となり、迅速細胞診断の重要性が認められた術中迅速細胞診は通常、引きガラ

ス法で作製した標本でhわれるが、免疫細胞化学染色を併用する場合は再作製に作う検体

処理や細胞転写などの標本作製時問を要し、術中迅速診断には導人できなかったこの状

況を打開する詞的で、電界非接触撹咋技術を用いた迅速免疫細胞化学染色(以下 RICのを

液状処哩細胞診(1■0標本へ応用し、良好な結果が得られ、前回の当研究会で報告し六し

かし、体腔液検体を対象にし六 13C 標本作製における具体的な方法や細胞回収率に開する

報告はほとんどない今回我々は、体1控液に関するLBC作製標本の有用件の検証を目的に、

細胞希釈前処即液、塗沫処理方法別出現細胞量などについて

検討し、若干の知見を得六ので、迅速免疫抗体法への応用例もあわせ報告する

【方法】 1.前処理液の検而寸・体1侘液などの液状細胞診検体の沈査を Thinpr叩、 cytoLyt液

で混チU後サイトスヒン処到!し、 papanioolaoU 染、 Diff-Quik 染色を1丁い、前処理液卸1の染

色性を検討しナ・ 2.13C 塗沫標本における出現痢11胞数の解析:LBC 標本の塗沫面稙、出現

細胞数の程度を知るため、数症例の標小郁別ごとに対物卯倍で撮影した顕微鏡撮影画像を

基1-、 1mageJ を使用し解析を1」'つ六

【儲果】 1.13C 標本と引きガラス標本間の出現痢瑚包数1、統計学的1、有意差が見られた

2.1.C標本は引きガラス標本と比i校し約 1佑ないし5,5倍近くの痢明包が回収され、細胞邑:、

観察箱度は有意に高かうた 3.引きガラス標小は山C標木に比べ5分の1程座の塗沫細胞

量(観察密度)であった

【まとめ】 1,BC標本は引きガラス決ι、けべ充分な細胞数が得られた。電界非接触撹,付支

尚を}宅J"したR -1 C Cが?1,' 1_「(サ""1 ハ""叫ーカブ圧リ杉堆沫部分が、非接触撹胖効

抑Ⅱ丁できる 1"BC標木の併用ないし迅速診断へ樂を発挿・上ろ形状で市、 >凡口

の導人は、より迅速ゾ,ス.弧ι、,辻心11'f援皐泳ゞ,.よる痢瑚包数の増加が見込まれ、診断精座の

向士.に寄1チできる

桃了, 浦文イ



【演題4 】

廖腫における術中迅速分子病理診断の取り組み

浦文イ,澤桃子',成田廣嶋優子 ,,

',高橋和キ.广清水宏明,南條博'

D 秋田大学医学部附属病院病理診断科・病理部

2)秋田大学大学院医学系研究科脳神経外科学講座

【目的1 当院では謬腫における術中病理診断に迅速免疫染色(RIHのを併用してきたが、新

WH0分類に準じる分子病理診断の助とすべく、新規抗体を用いたRIHCを開始したので報,

告する

【方法】対象は2016年1月から2018年7までの脳腫癌術中迅速診断の凍結切片HE染色と

捺印細胞診で、 Erade Ⅱないし grade Ⅲの腰腫を推定した 26症例従来の GFAP, olig2,

IDH I,Ki67抗体じ、 ATRX と P郭抗体を加え、 FFPE標本における通常法の免疫組織化学染

色の結果と比較検げ1した

【結果】廖腫の悪性庶は、 grade Ⅱが玲例、 8rade Ⅲが玲例で、 R-1HC で 7症伊肋ミ1DH-1

陽性、 9例が訂RX陽性を示し、 P53陽性症例は 1例だった。これらの結果は、 FF陀標本に

おける通常の免疫組織化学染色の結果とほぽ同様であった

【考察】R IHC で IDH 1に、ATRX、P53 を加えると乏突起細胞腫と星細胞腫との鑑別も含め、

新WH0分類に準じる膨腫の術中病理診断がある程度可能であるしかし、1P19q共欠失の

有無の検索は、新WH0分類の艝腫の分子病理学的アプローチに必須であり、R-1SHの応用を

含め今後の検討課題である

【結二訂当院の膨腫に対する RIHC の取り組みを呈示した診断精度の向上を倒指し、今

後も症例を蓄積していく所存である

伊藤智かすみ,,鈴木世志子,
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一般演題(2)
座長廣嶋優子(秋田大学医学部附属病院

【演題5】

R-1HC と PNA probe を用いた超迅速 in si加 hybridization 法

池田聡'

佐.優麻奈清水厳

D 1二浦恊同病院検査部

2)サクラファインテックジャハン(株)開発企画部

旧常病理検査ではEBERや骨做腫におけるκ、入などのmRNAに対する ISHは免疫染色と

1甸じように行われてぃるが、1S"は令般ι、ハイブリ時間が長く、迅速化やプロトコルの単純

化が課題であるヒストテック 1(-11{Cは本来、術中迅速組織切片に対し免疫染色を行う、

のであるが、様々な染色全般に応用できる技術であり、免疫染色に限らず11ER2やM太なと

の insituhybridi胎tion (1S田にっいての検討もされておりその迅速化が可能になって

いるこれらの状況を踏まえて今回われわれは鴎駅などのmRNAISHがR-111Cを用いて迅

速化できるか検討を行六◇回の検,.」ではR ⅢCの反応部位を1品度コントローハできろ

ように改良したものを胴いた。検討材料には賜殴開連胃がんと骨做腫の組織切片を川いブ

また、今1可は通常'の Prob..上りも銃敏な反応が得られる PNAprobe を用いて検討を1」つた

なお、検討には上浦恊同病1浣お。.、Jサクラファインテック中舟のそれぞれの倫理妥員ム

の承諾を得てhわれた

検,↓の結果、通常の IS"法のハイブリダノゼーションエ程が数11別捫から 1晩かけられると

ころをR-1HCとPNAprobeを用いることで、5分で行えることが可能であることがわかった。

さらにその後の抗原抗体反応 1二程も 42゜Cで加温することで時間の短縮ができ、結果的に ISⅡ

の令行程を 1時朋以内に完了することが川能となった。また、R一ⅢCの確解撹押技術を用し、

る'とにより、明瞭でより1、¥祀ト"な染色像を得ることができた。まだ機械は試作機の段階、

であるが、 R IHC を用いた兄;刑1゛延んでお"、張々な似11面から検査の進歩に貢献していくも

のと.思われる

病理診断科・病理)



【演題田

乳癌細胞診検体を用いた電界非接触撹押法による迅速HER21SHの開発

渡邉伸之助',今井博,栗原伸泰゛,水沢かおり',南谷佳弘

南條博

赤上陽 中村竜太,

D 秋田大学大学院医学系研究科医学専攻腫傷制御医学系胸部外科学講座

2)秋田大学医学部附属病院病理診断科

3)秋田県産業技術センター

乳癌の治療は,外科手術,化学療法,放射線療法,ホルモン療法,分子標的薬が主体であ

るまた,分子標的薬において,HE麗遺伝子増幅の有無はトラスツズマブ感受性に重要で

あり,病理組織の免疫組織化学染色やin si加 hybridization (1S1Ⅱ却により適応が決定

される.従来のIS11法はDNAプロープの反応に長時問を要し,ほぼ全ての病院で外注検査

に頼っている現状から,進1丁癌患者の治療の遅れにつながる可能性がある.当科では,電

界非接触撹枠技術を開発し,ハルス状電界を液滴に印加することでスターラーなどの介在

物なしに撹枠させることを可能とした.また,この技術を DISH ΦUal c010r in situ

hybridization)における抗原抗体反応に応用し,乳癌組織において工程の所要時間を約 6

時間にまで短縮した,本研究では,従来,乳癌の腫傷組織で評価されてぃたISH法を細胞

診での評価に簡便化かっ迅速化することを倒的としている.液状検体や捺印標本を用いて,

電界非接触撹押法による 11ER-2 FISH (Fluorescent in .itu hybridi20tion)の Protoc01

確立および従来法との正診率を検討する



【演題7】

電解非接触撹押技術を応用した ISH のプロープ希釈に関する検討

栗原伸泰,、今井博,、水沢か羚り'、波邊

廣嶋優子、南條博

齋藤芳太郎,藤嶋悟志"

中村'竜太5),赤上陽

D 秋田大学医学部胸部外科,2)病理部

3)秋田赤 1・字病院呼吸器外科

4)八戸市立市民病院呼吸器外科

5)秋田県産業技術センター

ISI・Uこおける DNAプロープは非常に高いコストがかかり、島額の全自動染色装置も要する

ため、多くの病院で外注検査に頼っているのが現状であるこれらの現状から、電川導E按

触撹柞技術を用いたプロープ希釈に関する検討を行っ六

対象は2015年1月から2017年7月までに秋田大学医学部附属病院¥U1泉内分泌外科で採取

された乳癌の生検及び切J除検体とした。 DNA プローブは ZytoDot2C SPEC I'1ER2/CEN 17 Probe

Kit(zytovi訂on)を使用した。通常の DISH プロトコールでのプローブ希釈、及び電解非接

触撹捍技術を用いたⅢSHプロトコールでのプローブ希釈を検討し、全自動染色装置を用い

た DISH との結果を比較し六プロープ希釈にはハイブリバッファー G 11ybo L(Genostaf'1)

を用い六

これまでの検討では 12希釈までは遜色ない結果が得られており、本検討結果をまとめ

て報告する

伸之助,、南谷佳弘'



【演題田

羊水染色体検査をはじめとする産婦人科領域への電界非接触撹押技術の応用と今後の課題

白澤弘光'、今野めぐみ'、熊澤由紀代,、佐藤臼'、高橋和

後藤真由美'、寺田卓弘,

D 秋田大学大学院医学系研究科医学専攻機能展開医学系産婦人科学講座

2)秋田赤十字病院産妬人科

【目的】電界非接触撹捍技術は近年病理診断の分野において様々な応用手法が報告されて

方で産婦人科学分野では、われわれが卵子1、対する蛍光免疫染色に対し同技術をいる

応用し、報告した以夕H士導入が進んでいない。同技術は近年、 FISH(fluorescence in situ

hybridization)法への応用が進んでおり、 nsH を用いる羊水染色体検査など産婦人科領域

への更なる導入が期待できる今回は当教室における同技術応用の取り組みを紹介する

【方法】卵子に対する蛍光免疫染色は 15μ1の液滴中にマウス卵子を静置後、微小管に対

する 1炊抗体、2炊抗体に対し電界撹梓をイ丁い、抗体濃度、撹枠1、おける周波数変化に対し、

染色強度を比較検討したまた羊水染色体検査においてはヒト羊水2m1に対し遠心後の細

胞を液滴に滴下し、熱変性およびhybridizationの過程で、加温の上、電界撹押を、それ

ぞれ3分および5分、15HZ で施hし、核及び13,21番染色体に対し観察を行った。

【結果】卵子の蛍光免疫染色においては抗体濃度を希釈化し、染色時閻を大幅に短縮した

場合でも、電界撹排を用いなかった場合に比して有意に良好な染色像を得られ六また羊

水に対するΠSH検査においても、電界撹枠を用いて反応時問を短縮した場合でも 13番、

21番染色体の染色が確認可能であった。

1老察】電界撹排技術を用いることで卵子に対する蛍光免疫染色の抗体量削減、反応時間

短縮の可能性が示唆された。また羊水染色体検査においても同技術の応用により、従来1

日程度要していたFISH法による診断が大幅に短縮可能となり得るしかし、良好な染色結

果を得るには更に染色条件の検討及び改善が心、要であり、今後染色時の温度設定、反応時

間、液適量、抗体量および周波数の設定に対するデータの蓄積を行っていく予定である

【結二訂産婦人科領域への電界撹捍技術の応用、報告をhつてぃる施設は極めて限られて

いるが、婦人科腫癌領域を含め更に応用が期待できると考える
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創るしごと。

憧界には、まだ治せない病気が畠ります

世界には、まだ治せない病気とたたかう人たちがいます

明日を変える一錠を劃る

アステラスの、しごとです

WWW.丑Ste11a5.com/jp/

、'

明日は変え

INhatscience can do

られる。「渉、aste11as
アステラス製藷株宣会社

〆

゛

イ

孟督,ワ

,

、'

^ト野ぜネ^^

'ー

'鴫

臆.左舵仏生

1"

〒'^11圭型ホ亀邑六埜如ネ暑1●ダ,ンコ
岬樹冒.

L
f
L
,



がんに勝ちたい、もコと

ゞ『

^

J

患者さんを笑頓にしたい、もっと

家護と一緒にいたい、もっと

哩

亀

^

'^

.

氏

革斬的な案を届けたい、もつと

゛.^^

^

,

゛

'

窒

^

轟

'

WINNfNG

MORE

●本社〒020-0013 岩乎県盛岡市愛宕町15-9 圃(019)623.1205(代)卸(019)6536301

共立医科器械株式会社

水沢支β

差石営業所

八戸支店

七戸七.七一'フー̂
L主^

~、、、、、__1

誠実

匪(01俳)25622H代)四

弘前営業所圏(0172)55鄭1

回(0193)伽.0491【代)

回{0178)4329帥(代}

六ケ所営業所■(0175)71.1170 西(0175)71,1171

執田営寮所

共立・ケアテッウサポートセンター

ー"乏一、、
、

ニ_ーーノ

医療に泰仕

凹^^冒「宝r王^
C重買T岬叫'T^^

医痩情報システム事業部(本牡内)

局(01刀718■部5 匪(01力7180鄭

卿(019)6234161

1$09001:豊録企業

回(01田BB4.7464 勤(018)B叫7465

■医療機器閣医療情報システム■病・医院諸設備■理化学機器

四(0172)55.5082

W田如一円57

Rを91Itぞled
1509001

回伯19)6詑■9閉

青纛嵩業所

＼
浸
!

・
、
.
耳
τ
,

＼
四

"

一
、
、

一
、

ノ
゛

四
四
ι



^、

鰯'

叫、●ルコ゛,守1.
"゛

゛ ノ 負,

私たちは人びとの健康を肩め_
満ち足りた笑顔あふれる社会づくりに貢献します

WH。大冊薬品工業株式会社
TAI"O PHARNιAC[U訂CALCO..1:m.

、
'エ"

httP3:ノ/W艸.t0止0.CO.卸

....

.、

つ

.

叉北,..

.

.

1》,
ty、'

'i゛.
、

ノ',

ずイ

.

、ー

.
弔^

、、

:'1,.、

、

血顛分■製剤【液状・帥注用人免疫グロブリン製剤)

、

",.

献血ヴエノグロブリゾ1HI0%静注

■^^^,.^

す.,メ'. 'エ'

J、1;心"
..、碓ψ、ゞ・、

メー塁y

/.・。匪璽垂亟亟璽^優云璽垂^淘帥偲附の処准により朗すること

゛'、L-;・七峯効能・効寮、用法・用買、禁忌を含む使用上の注意等にっいては,
悉付文吾奄ピ参照くたさい.1イ

0.5套/5mιユ,5創25mt5創50mι10喜/10omミユ0創ユ0omL
V.M'^",1H,0%1.V.15匡15「ルユ占劇ユ5nゞ、,吐/50rl'.10冨/10omLユ^Oon'

、厘到性物学的製剛亜奉 1κIJエチレンt,「ノコー1レ処理人免疫グロプ1」ン)

^

噴剰諭京田

厘蚕璽亟画

゛.

B→狙臥J^日本血液製剤機構
^

日*勤煮製麺^くす"相髄室〒10HI0才^^区盃投m4・1
再擢鴎煤骨向け幽品慣置サイト M軍゛加艸.jbpMr.JN励■d1●ノ

YO【'4,剛卸,卑年0月"虚

.

●
.
一
九

]

艸
ゞ
'
:



'コ

④
、側

1.゛'
、δ

.

、、.'
、、

」

レ

タケダから、世界中の人々ヘ。より健やかで輝かしい明国を

轟凄古◆1,iイ.・
'鳶

-Aでも奉くの人に

モんな」巨いのもと. 生

,み侵けて皆ました

島たち巨●、世界のきネさ

尚旦6,ています.モのー

僧冨晶老時訂苗んでU
砧たちの偲念.

世"中の頁如老調めτ.タケダ佳これか

う宅

イ

.气

゛

かけが叉の雫いA生息より仙やかに当
年Φ創豊以東,冨新的幸冨冨品の創出

＼

武田繭品工案抹式妾社

にわ正U匡や埴域で、予勗が亭牲概

コ0とつに応えてい(ことが.私たちの断

よ町に.少してち早Cε焦 れが、いコ

eeιterHealth,8righterFuture

'

巨^

全力で.直陸の景臺を物0拓

.タケタ

て牡令とと

キ1IU匡故二一X
"控命.よ
でも

き工

^

N/f'

、、

^」.誕do^M

、
、
,
゛

一
、
、,

,
,

て
画



広告掲載企業一覧

株式会社秋田医科器械店

アステラス製薬株式会社

アストラゼネカ株式会社

MSD株式会社

共立医科器械株式会社

大鵬薬品工業株式会社

武田薬品工業株式会社

中外製薬株式会社

日本血液製剤機構

企業展示

サクラファインテックジャパン株式会社

第10回迅速免疫染色研究会閉催にあたり,皆様の多大なるご協力ならびにご厚情を賜りま

した。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

第10回迅速免疫染色研究会当番世話人南谷佳弘

(五十音順平成30年9月現在)
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第10回迅速免疫染色研究会

プログラム・抄録集

発行

平成30 9

編集

迅速免疫染色研究会事務局

第 101リ1迅速免疫染色研究公'"務局

耿吐1大学大学院陛学系研究科・胸部外科・講座

18 日
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